
第4回親育ち支援地域別連絡会（中部2グループ）　　令和8年9月25日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　仁淀川町交流センター3階　大会議室　　　

○交流会のアンケート結果の共有と考察
○交流会の振り返りと成果・課題の洗い出し
　・付箋を出し合っての協議、グルーピング
○実践シートを使っての事例研修
　・２つの事例について、２つのグループに分かれて協議
　　　

内容

交流会の振り返り

〈成果〉
・交流会という名前のとおり、参加者同士が意見交換できる雰囲気が
　よかった。

・身近に感じられる事例を選んだことで「保護者理解・子ども理解に
　つながった」「今後の保育・支援の実践につながる内容だった」と
　いう声が多数あり嬉しかった。

・役割や時間配分など事前に確認したことが活かせた。
・他園の先生方の意見を聞くことで、自分にはなかった考え方や支援
　の視点を得ることができ、子ども理解・保護者理解が深まった。

〈課題〉

・アイスブレイクで、グループ内の自己紹介の時間を取ればよかった。
・事例研での協議の時間が足りず、時間配分の難しさを感じた。
・発達の課題の見極めで時間がかかる。
　→家系図式の簡単な図があれば、情報が入りやすいのではないか。
　→よくある質問内容は、最初から実践シートに記入するか、口頭で
　　伝えるようにするとどうか。

　→グループで質問内容をまとめてから、質問タイムに入ってはどう
　　か。
・具体的な支援内容について、しっかり考え話し合える時間が取れる
　といい。

・ファシリテーターとして、意見の引き出し方や意見を整理する力を
　高めていきたいと思った。
　

次回の予定

○第5回連絡会　12/9（水）　13：30～16：30

　　　　　　　　　仁淀川町役場２階　防災対策室
　・実践シート（支援の経過と変容①まで記入してくる）
　・地域リーダーとしての取組（成果と課題）
　・親育ち支援地域別リーダー研修会に向けて
　

仁淀川町教育委員会 作成

　
地域リーダーが
「事例研修の積み
重ねが必要だ」と
感じられたことが
成果である。
　

地域リーダーとしての学びを積み重ねるため
今回も積極的に実践シートを使った研修を行いました！

アドバイザーより


